
地域企画課だより 高知県立高知城歴史博物館

　
い
の
町
の
旧
成な

る

山や
ま

村
は
土
佐
和
紙
の
里
と
し
て
、
七
色
紙
伝
説
や
土
佐
藩
御
用
紙

漉
制
度
に
ま
つ
わ
る
史
跡
や
伝
承
が
今
に
残
る
山
村
で
す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
30

人
ほ
ど
が
暮
ら
す
過
疎
集
落
と
な
り
、
貴
重
な
歴
史
が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
「
い
の
史
談
会
」
は
、
地
元
有
志
の
方
々
が
結
成
し
た
歴
史
研
究
会
で
令
和
六
年

に
発
足
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
会
で
は
、
記
念
事
業
と
し
て
「
成
山
村
」
の
地
域

記
録
集
を
令
和
六
年
八
月
に
発
刊
し
、
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
現
地

見
学
会
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
当
館
で
は
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
地
域
を
対
象
と
し
て
江

戸
時
代
の
村
単
位
で
調
査
研
究
を
行
い
、「
○
○
村
地
域
記
録
集
」
と
い
う
冊
子
に
ま

と
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
い
の
史
談
会
」

の
記
録
集
作
成
は
我
々
の
取
り
組
み
を
参
考
に

し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
四
万
十
町
の
「
中

津
川
村
」
の
刊
行
に
続
く
も
の
で
す
。
今
後
も
、

よ
り
多
く
の
「
地
域
記
録
集
」
が
地
元
の
人
々

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
黒
石
哲
夫
）

　
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
は
、
旧
土
佐
藩
主
山
内
家
か
ら
県
に

移
管
さ
れ
た
約
七
万
点
に
及
ぶ
資
料
群
を
、
保
存
・
調
査
・
公
開
す
る

こ
と
を
事
業
の
一
つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
高
知
県
が

設
置
し
た
地
域
博
物
館
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
使

命
の
一
つ
に
「
歴
史
や
文
化
を
活
用
し
た
地
域
振
興
・
観
光
振
興
へ
の

寄
与
」
を
謳う

た

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
担
う
一
課
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の

が
「
地
域
企
画
課
」
で
、
地
域
連
携
や
市
町
村
文
化
施
設
支
援
に
特
化

し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
」
と
い
う
単
語
は
、
今
や
一
種
の
流
行
語
で
あ
り
ま
す
が
、

改
め
て
我
々
が
寄
与
・
連
携
し
て
い
く
「
地
域
」
と
は
と
考
え
る
時
、

あ
る
社
会
科
学
専
攻
の
学
生
か
ら
聞
い
た
、「
地
域
」
解
釈
が
大
き
な

ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。「
地
域
」
と
は
、
対
象
と
す
る
空
間
や
集
団

に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
れ
ら
の
関
係
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
変
幻
自
在
に
変

化
で
き
る
、
実
に
有
効
（
便
利
）
な
用
語
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。　

我
々
は
、や
や
も
す
る
と
固
定
化
し
た
空
間
と
し
て
で
捉
え
が
ち
な
「
地

域
」
を
、
主
体
的
な
問
題
意
識
に
よ
っ
て
、
様
々
に
設
定
で
き
る
実
践

的
区
域
と
し
て
、
暫
定
的
に
解
釈
す
る
方
法
を
手
に
入
れ
た
の
で
し
た
。

　
問
題
は
、
課
員
か
ら
湧
き
出
ず
る
問
題
意
識
と
実
践
提
案
を
、
博
物

館
と
し
て
如
何
に
体
系
づ
け
て
行
く
か
で
す
。
地
域
企
画
課
が
発
刊
し

て
い
る
「
地
域
の
歴
史
と
文
化
の
？
に
、
高
知
城
博
が
答
え
ま
す
！
」

な
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
資
料
の
保
存
や
調
査
へ
の
協
力
・
歴
史
文

化
活
動
へ
の
協
力
・
地
域
文
化
の
紹
介
・
歴
史
文
化
情
報
の
保
存
と
公

開
と
い
っ
た
四
つ
の
柱
と
、
十
一
の
活
動
事
例
を
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
年
々
拡
大
方
向
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
は
体
系
化
と
い
う
結

論
を
急
が
ず
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
段
階
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
年
に
三
回
、
実
践
事
例
や
参
考
情
報
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

大
方
の
ご
意
見
や
ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
館
長　
渡
部
淳
）

城
博
の
活
動

南
国
市
国
府
地
区
の
調
査

　
南
国
市
の
国こ

く

府ふ

地
区
（
国こ

く

分ぶ

・
比ひ

江え

・
左そ

右や

山ま

）
は
、
古
代
に
は
土
佐
国
府
や
国

分
寺
が
置
か
れ
、
中
世
は
長
宗
我
部
氏
の
直
轄
地
で
し
た
。
明
治
時
代
以
降
は
、
町

村
制
に
よ
り
国く

に

比ひ

左さ

村
か
ら
国
分
村
を
経
て
、
戦
後
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
後
免

町
、
南
国
市
の
一
地
区
と
な
り
ま
し
た
。
戦
後
は
農
業
経
営
の
多
角
化
や
高
速
道
路

の
開
通
、
工
業
団
地
の
開
発
な
ど
、
地
域
の
あ
り
方
や
風
景
が
急
速
に
変
貌
し
て
い

ま
す
。
当
地
の
歴
史
的
重
要
性
を
再
確
認
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
我
々
の

使
命
で
す
。
令
和
六
年
度
に
歴
史
と
民
俗
、
社
会
経
済
の
分
野
を
中
心
に
調
査
し
、

報
告
書
と
し
て
ま
と
め
る
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

調
査
に
は
、
当
館
を
は
じ
め
、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資

料
館
、
南
国
市
教
育
委
員
会
、
高
知
大
学
人
文
社
会
科
学

部
が
参
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
元
の
国
府
史
跡
保
存
会
、

南
国
史
談
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
地
域
の
歴
史
文
化
を

総
が
か
り
で
研
究
す
る
体
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
者
が
異
な
る
視
点
で
発
見
す
る
「
地
域
の
す

が
た
」が
楽
し
み
で
す
。　　
（
嘱
託
調
査
員　
黒
石
哲
夫
）

地
域
の
取
り
組
み

い
の
史
談
会
結
成
50
周
年
記
念
事
業

「
成
山
村
」
記
録
集
作
成

熊野神社での調査の様子

発
刊
に
あ
た
り

地域記録集「成山村」（表紙）

―
「
地
域
」
と
連
携
す
る
博
物
館
―
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今
日
、
地
域
の
資
料
や
伝
承
な
ど
を
調
べ
る
際
、

そ
の
事
柄
が
起
こ
っ
た
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
は
、

欠
か
せ
な
い
作
業
で
す
。
し
か
し
、
明
治
時
代
以
降

の
市
町
村
合
併
や
都
市
開
発
等
に
よ
っ
て
、
当
時
の

地
名
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
威
力
を
発
揮
す
る
の
が
『
長
宗

我
部
地
検
帳
』(

三
六
八
冊)
で
す
。
長
宗
我
部
元

親
の
実
施
し
た
土
佐
国
検
地
の
記
録
で
あ
る
こ
の
土

地
台
帳
は
、
当
時
の
田
畑
や
屋
敷
地
に
誰
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
が
書
か
れ
て
お
り
、
戦
国

大
名
の
権
力
構
造
や
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
重
層
的

な
社
会
構
造
な
ど
を
解
き
明
か
す
好
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
名
に
関
し
て
は
、田
の
一
枚
一
枚
に
「
ホ

ノ
ギ
」
と
呼
ば
れ
る
地
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
、
あ
る
い
は
地
名
辞
典
で
も
確
認
で

き
な
い
地
域
の
地
名
ま
で
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
日
、
失
わ
れ
た
地
名
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
過

去
に
何
度
も
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
子
孫

へ
の
警
鐘
と
し
て

洪
水
や
崩
落
な
ど

を
連
想
さ
せ
る
文

字
を
含
む
も
の
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
地
名
を
守
る

と
い
う
こ
と
は
、

往
古
の
資
料
解
読

に
と
ど
ま
ら
ず
、

今
の
私
た
ち
の
社

会
に
と
っ
て
も
重

要
な
意
味
を
持
つ

の
で
す
。

（
主
任
学
芸
員　
片
岡
剛
）

地
名
調
査
と
地
検
帳

  「
用
水
」

「
用
水
」

　

灌か
ん

漑が
い

・
飲
料
・
工
業
・
発
電
か
ら

消
火
や
洗
濯
に
至
る
ま
で
、
潤
沢
な

水
を
確
保
し
、
且
つ
、
平
等
に
分
け

合
う
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
安
定
の
必

須
条
件
で
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ

れ
る
と
、
時
に
命
を
か
け
た
抗
争
に

及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
村
役
人

を
勤
め
た
家
や
地
区
の
集
会
所
な
ど

に
土
地
関
係
文
書
と
並
び
、
用
水
に

関
す
る
文
書
や
絵
図
が
多
く
残
さ
れ

る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る

か
ら
な
の
で
す
。
長
閑
な
田
園
風
景

の
背
景
に
は
、
水
を
め
ぐ
る
人
々
の

熾
烈
な
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
用
水
の
調
整
は
、
村
内
部
に
止
ま

ら
ず
、
河
川
の
上
流
・
下
流
の
村
と

の
交
渉
も
不
可
欠
で
す
。
そ
の
過
程

で
作
成
さ
れ
た
文
書
は
、
広
域
地
域

資
料
と
し
て
も
重
要
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
香
川
県
の
水
環
境
を

支
え
る
香
川
用
水
は
、
高
知
県
の
山

中
長
岡
郡
に
あ
る
早さ

明め

浦う
ら

ダ
ム
か
ら

の
取
水
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
七
月
、

通
水
五
十
周
年
を
記
念
す
る
式
典
が

高
松
市
で
開
催
さ
れ
、
翌
月
に
は
香

川
県
の
首
長
や
行
政
関
係
者
が
ダ
ム

を
訪
れ
、
水
源
地
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
ま
し
た
。

（
渡
部
淳
）　

大
野
晃
「
限
界
集
落
と
地
域
再
生
」

　
「
過
疎
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

始
め
た
の
は
、
都
市
人
口
の
「
過
密
」

を
主
題
と
し
た
国
の
会
議
の
席
上
、

島
根
県
の
あ
る
町
長
が
発
言
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
の
こ
と

で
し
た
。
一
方
、「
限
界
集
落
」
な

る
概
念
は
、
高
知
大
学
で
山
村
経
済

を
研
究
し
て
い
た
社
会
学
者
大
野
晃

の
論
考
に
淵え

ん

源げ
ん

を
発
し
、そ
れ
は
「
山

村
環
境
社
会
学
序
説
」
で
世
に
問
わ

れ
、
本
書
で
一
般
に
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
野
は
、
地

域
人
口
の
五
〇
％
以
上
が
六
五
歳
以

上
で
、
若
者
の
流
出
が
続
き
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
社
会
的
共
同
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
が
限
界
に
近
づ
き
つ
つ

あ
る
集
落
を
限
界
集
落
と
名
付
け
ま

し
た
。
過
疎
化
の
進
む
地
域
把
握
の

概
念
と
し
て
注
目
さ
れ
、
自
治
体
の

政
策
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

同
時
に
、
刺
激
的
な
そ
の
言
葉
が
一

人
歩
き
し
始
め
た
き
ら
い
も
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
論
の
批
判
的
検
討
、「
限

界
論
」
の
克
服
な
ど
も
提
唱
さ
れ
、

様
々
な
集
落
論
が
展
開
す
る
大
き
な

契
機
と
な
っ
た
著
作
と
し
て
、
今
尚

見
返
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
え
ま
す
。

（
渡
部
淳
）

（
高
知
新
聞
社
他
　
二
〇
〇
八
）

お知らせ
● 高知大学朝倉キャンパスにて南国市国府地区総合調査協議
● 相談窓口対応（２件：安芸市 ･ 梼原町） 
● 南国市国府地区総合調査（熊野神社）を実施
● 南国市立国府公民館主催「ふれあい歩こう」会へ参加
● 相談窓口対応（２件：津野町・高知市）
● 高知県史編さん室「資料調査隊養成講座」へ講師派遣
●「城博のＧＷ」イベント開催（土佐材ワークショップ、
　　土佐茶のふるまい、土佐のあれこれ紹介コーナー出展）
● こうちミュージアムネットワーク事務局 総会出席
● 南国市国府地区総合調査（熊野神社 ･ 国府地区集会所）を実施
● 高知SGGクラブ共催で土佐文化紹介講座（外国人対象）を開催
●「地域学芸員」養成講座 第１回を開催（県内３ヵ所）
●『高知に関する研究 ･ 文献目録―令和三・四年度―』刊行
● 地域文化講座 第１回を開催
●「地域学芸員」養成講座 第２回を開催（県内３ヵ所）
● 目録編成支援について相談対応（津野町郷土資料館）
● 高知まちゼミ実行委員会主催の親子まちゼミへ参加
● 高知お城下文化施設の会事務局 総会出席

4 月

5月

６月

7月

●地域文化講座〈第２回〉 
日　時：令和６年 10 月５日（土） 13時30分～15時
内　容：地域調査法「神社明細帳を読む」
講　師：渡部 淳（高知城歴史博物館館長）
その他：〈会場〉薫的会館（薫的神社境内）／〈定員〉40名（要事前申込 ･ 先着順）
※電話・FAX にて申込受付（TEL：088-871-1629／FAX：088-871-1619）
●第８回お城下文化の日
日　時：令和６年 11 月 17 日（日） 11 時 30 分～ 16 時
内　容：高知市中心部の文化施設でつくる ｢お城下ネット｣ のイベント
　　　　ミニ展示や工作教室、体験コーナーを開催
会　場：帯屋町 2 丁目アーケード ･ オーテピア多目的広場等
主　催：高知お城下文化施設の会（お城下ネット）
※ 詳しくは 10 月中旬頃に当館のＨＰやチラシ等でお知らせします。

『長宗我部地検帳』
（国重要文化財・高知県立高知城歴史博物館蔵）

地
域
の
調
べ

方

地
域
の
言
葉

図
書
室

活動日録
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